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１
月
３０
日

（金
）
、
米
山
南
町
町
会
と

梅

園

町
会
が
、
「
第

１１
回
佐

野
市
水
と

緑
と
万
葉
の
ま
ち
景
観
賞

（
ま
ち
づ
く

り
活
動
部
門
）
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は

「
優
れ
た
景
観
形
成
に
寄
与

す
る
建
築
物
や
工
作
物

、
ま
ち
づ
く
り

活
動
、
ふ
る
さ
と
風
景
写
真
を
表
彰
し
、

市
民
の
景
観
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目

的
と
す
る
賞
で
す
。

米
山
南

町
町
会
は
、
草
花
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と

「
花
づ
く
り
倶
楽
部
」
を
立
ち
上

げ

、
地
区
内
の
公
園
に
バ
ラ
花
壇
を
作

リ
バ
ラ
栽
培
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
今

で
は
３
５
０
株
も
の
バ
ラ
が
咲
き
香
る

公
園
に
、
多
く
の
方

々
が
バ
ラ
を
観
賞

し
に
見
え
ら
れ
ま
す
。

梅

園
町
会
は
、
地
区
内
の
耕
作
放
棄

地
を
菜

の
花
畑
に
再
成
す
る

「
菜

の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ま
れ
、
今
で

は
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄
地
が

菜

の
花
畑
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

菜
の
花
が
梅
園
の
里
山
を
黄
色
に
染
め

上
げ

る
春
に
は
、
壮
観
な
黄
色

の
絨
毯

を

見

に
多

く
の
方

々
が

訪

れ

ら
れ
ま

す
。

佐野市町会長連合会情報は
「佐野市町会長連合会 Facebook」で発信しています。ご覧ください。瑕
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令
和
８
年
度

佐
野
市
町
会
長
連
合
会

総
会
開
催
―

５
月
‐３
日

（水
）
、
田
沼
中
央
公
民
館

に
お
い
て

「令
和
８
年
度
佐
野
市
町
会
長

連
合
会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
市
内
全
１
６
７
町
会
の
う

ち
１
３
５
人
の
町
会
長
が
出
席
し
、

「前

年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告
」

「今
年

度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
」

「連
合
会

会
則
の
改
正
」

「連
合
会
役
員
の
改
選
」

に
つ
い
て
の
６
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
慎
重
審
議
の
上
、
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

※
町
会
な
く
し
て
、

地
域
社
会
は
成
り
立
た
な
い
！

総
会
で
、
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
厚
木

健
志
会
長
は
、

「少
子
高
齢
化

・
人
□
減

少
、
町
会
役
員
の
成
り
手
不
足
な
ど
、
町

会
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
が
大
き
く
揺
ら

い
で
い
ま
す
。
地
域
を
支
え
る
核
で
あ
る

町
会
な
く
し
て
は
、
地
域
社
会
が
成
り
立

ち
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
町
会
長
連
合
会

は
、
町
会
長
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
住
み
良
い
町
会
づ
く
り

に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
―
』
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

ヽ_

.ヽ´

11月 19日 (水 )、 万一の

災害に備えるため「千葉

県西部防災センター」を

視察しました。
10月 22日 (水 ):講師「氏:禦動|こ ょる つく||;れ宙
に、佐野日本大学短期大

学 小山裕三 学長をお迎え

し「導き出す～スポーツ

による地域づくり、人づ

くり～」を演題に、こ講

演いただきました。

■″,■ ,`・ tl‐ヽ ′́1′″●イス■
=

1月 16日 (金)  1'
新春祝賀会並びに佐野市

町会長連合会表彰

(受賞者30名 )

蝠全市一斉清掃

輻町会長及び町会役員を

対象とした研修

晰町会活動永年表彰

瀞福祉、都市計画、教育

等への委員参画

⑩栃木県自治会連合会事

業への参画

晰市が主催する各種事業

への参画

行政と町会との協働

体制がとれるように、

各行政機関及び地域担

当職員※と共に課題に取

り組んでまいります。

※地域担当職員とは、市民と行

政との協働によるまちづくり

を推進するため、地域に配置

された市職員をいいます。

「会報編集部会」におい

て、町会に関する情報を

お知らせする

会報誌を作成

し、年 2回発
行します。

鰈躙
|||‖ ||||||‖ |||||

|||||‖||||‖ ||||||||

「地域づくり検討部会」

において、町会課題の調

査研究及び解決策の検討

を行い

獣す。

◇町会課題の解決◇会報の作成

◇行政と町会について ◇その他として

合 総 タ

佐夕予市

寧

□鵬醒轟匿翻 町会長管外視察研修

主な事業
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令
和
８
年
度
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
総

会
に
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
連
合
会
副

会
長
に
、
富
士
見
町
町
会
長
の
武
藤
寛
秀

様
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
会
副
会
長

富
士
見
町
町
会
長

武
藤
　
寛
秀

富
士
見
町
町
会
長

の
武
藤
寛
秀
と
申

し
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
富
士
見
町
町
会
の
副

会
長
を
２
年
ほ
ど
経
験
し
て
、
本
年
度
か

ら
町
会
長
と
同
時
に
葛
生
地
区
町
会
長
協

議
会
会
長
に
就
任
し
、
合
わ
せ
て
佐
野
市

町
会
長
連
合
会
副
会
長
に
選
任
さ
れ
意
し

た
。
重
い
責
任
を
担
う
立
場
と
な
り
、
気

を
引
き
締
め
て
お
る
と
こ
ろ
で
こ
ざ
い
ま

す
。微
力
な
が
ら
、
安
全
安
心
で
住
み
良
い

町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
こ
支
援
と
こ
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
安
全

ｏ
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
活
動

自
主
防
犯
パ
ト
□
―
ル
、
自
主
防
災
組

織
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理
、
交
通
安
全

活
動
な
ど

Ｏ
地
域
情
報
活
動

回
覧
板
や
広
報
の
配
布
に
よ
る
地
域
情

報
の
伝
達
な
ど

○
地
域
福
祉
活
動

子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど

２
月
２５

日

（水
）
、
足
利
市
、
小
山

市
、
佐
野
市
の
自
治
会

（町
会
）
長
連
合

会
役
員
が
、
佐
野
市
に
集
ま
り
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
自
治
会
活
動
に

お
け
る
課
題
解
決
の
た
め
、
令
和
６
年
度

に
足
利
市
と
佐
野
市
で

「隣
接
市
意
見
交

換
会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
７
年

度
か
ら
は
小
山
市
も
参
加
し
て

「３
市
自

治
会
連
合
会
意
見
交
換
会
」
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、

「町
会
未
加
入
者
の
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
∃
ン
利
用
」
な
ど
、
共
通
す
る
課

題
や
取
り
組
み
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
る
大

変
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
７
日

（土
）
、
田
沼
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た

「佐
野
市
生
涯
学
習
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０
２
６

『佐
野
楽
』
」
に
お
い

て
、
米
山
南
町
町
会
と
上
町
西
町
会
が
町

会
活
動
事
業
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

米
山
南
町
町
会
は
、
石
井
淳
町
会
長
が

「そ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
」
と
し
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を

活
用
し
た
夏
祭
り
や
花
づ
く
り
倶
楽
部
活

動
な
ど
に
つ
い
て
。

上
町
西
町
会
は
、
安
部
賢
二
町
会
長
が

「デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
と
の
つ
な
が

り
を
求
め
て
」
と
し
て
、
同
町
会
の
進
め

る
町
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
背
景
や
現
況
な

ど
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
２６
日

（金
）
、

「令
相
８
年
度
栃

木
県
自
治
会
連
合
会
総
会
」
が
野
木
町
文

化
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
自
治
会
連
合
会
は
、
県
内
自
治
組
織

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
県
内
全
２５
市
町
が
加
入
す
る
組
織
で

す
。
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
か
ら
は
、
厚

木
健
志
会
長
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
県
自

治
会
連
合
会
副
会
長
に
就
任
し
、
目
的
達

成
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、

「令
和
７
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
」

「令
和
８
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
」

「役
員
の
改
選
」
に

つ
い
て
の
５
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
上
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

機̈
の議
を筆
へえ
？
〓
か”

事例発表を行う米山南町町会・

上町西町会の皆さん

町
会
は
地
域
に
お
い
て

様
々
な
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
―

する「足利・小山・

連
ム一書
晰
倒
会
長
紹
介

ヽ_
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を
農
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ぎ
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大
橋
町
（
東
部
）
町
会

視
察
受
け
入
れ

２
月
２４
日

（火
）
、
大
橋
町

（東
部
）
町

会
が
、
群
馬
県
太
田
市
新
田
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
役
員
に
よ
る
防
災
対
策
視
察
研

修
会
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

同
町
会
は
、
市
の
防
災
講
演
会
で
事
例

発
表
を
行
う
な
ど
、
台
風
１９
号
被
害
対
応

の
教
訓
か
ら
得
た
防
災
対
策
を
進
め
て
い

る
町
会
で
す
。

視
察
後
、
新
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

さ
ん
か
ら

「地
域
に
根
差
し
た
具
体
的
な

取
り
組
み
や
、
継
続
的
な
体
制
整
備
の
あ

り
方
は
、
大
変
参
考
に
な
り
、
地
域
の
自

主
防
災
体
制
の
充
実
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５
月
３１
日

（
日

）
、
「
令

和
８
年
度
全

市

一
斉
清
掃
」

が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今

回
紹
介

す
る
天
明
町

町
会

は
、
町

会
役
員
７
人
、
戸
奈
良
東
町
会
と
戸
奈
良

西
町
会
は
、
合
同
で
約
７０

人

の
住
民
の

方
々
が
参
加
し
、
公
民
館
や
道
路
、
公
園

な
ど
の
町
内
公
共
施
設
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

天
明
町
の
柿
沼
正
弘
町
会
長
は

「高
齢

化
が
進
み

一
斉
清
掃
も
役
員
の
み
の
対
応

で
す
が
、
少
な
い
な
か
で
も
綺
麗
な
天
明

町
町
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
」
と
。
ま

た
、
戸
奈
良
西
の
戸
室
克
美
町
会
長
は

「戸

奈
良
東

・
西
町
会
は
、
主
な
事
業
を
合
同

で
実
施
し
て
絆
を

深
め

て
い
ま
す
。

今
後
も
連
携
し
て

住
み
良
い
町
会
を

目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
、
共
に

将
来
へ
の
抱
負
を

話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

６
月

７
日

（日
）
、
本

町

（葛

生
）
町

会
に
お
い
て
、
町
会
の
防
災
力
向
上
を
図

る

「避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（Ｈ
∪
Ｇ
一
八

グ
）
」
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｈ
∪
Ｇ
は
、
避
難
者
の
事
情

「年
齢

・

性
別

・
ペ
ッ
ト
同
伴
」
な
ど
、
ま
た
避
難

所
で
起
こ
る

「毛
布

・
食
料
が
不
足
」
な

ど
様
々
な
出
来
事
に
、
参
加
者
が
意
見
を

出
し
合
い
最
適
な
対
応
を
探
し
て
ゆ
く
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
と
生
き
た
学
び
を

得
ら
れ
る
防
災
ゲ
ー
ム
で
す
。

研
修
会
を
主
導
し
た
、
同
町
会
防
災
部

長
で
防
災
士
の
永
島
典
子
さ
ん
は

「防
災

力
は
地
域
力
で
す
。
今
後
も
様
々
な
防
災

研
修
会
を
設
け
て
地
域
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
、
災
害
に
備
え
た
地
域

力
向
上
へ
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

編

集

後

記

現
在
、
１６
歳
の
少
年
が
関
与
し
た
上
三
川

町
の
強
盗
殺
人
事
件
な
ど

「匿
名

・
流
動
型

犯
罪
グ
ル
ー
プ

（ト
ク
リ
ュ
ウ
）
」
の
脅
威
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
、
市
も
敬言
察
も
地
域

も
、
三
位

一体
と
な
っ
て
ト
ク
リ
ュ
ウ
に
対
峙

し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
力
で
、

卑
劣
な
犯
罪
を
抑
止
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（田
村
記
）

※
不
審
者
や
不
審
車
両
を

見
か
け
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
へ
！

発
　
行

者

佐
野
市
町
会
長
連
合
会

〒
３

２

フ

ー
８

５

０

１

栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

佐
野
市
役
所
５
階

８
０
２
８
３
１
８５
１
フ
３
２
８
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高戸 菅松 田厚
橋室丼本村木

克康和僚健
功美政雄 二志
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道 明篤

佐野警察署

佐野市町会長連合会情報は
「佐野市町会長連合会 Facebook」 で発信しています。こ覧ください。
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